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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期

中間連結会計期間
第78期

中間連結会計期間
第77期

会計期間
自　2024年３月１日
至　2024年８月31日

自　2025年３月１日
至　2025年８月31日

自　2024年３月１日
至　2025年２月28日

売上高 （千円） 998,257 918,766 2,042,991

経常損失（△） （千円） △23,682 △161,783 △134,334

親会社株主に帰属する中間（当

期）純損失（△）
（千円） △27,703 △165,987 △129,269

中間包括利益又は包括利益 （千円） △24,438 △124,991 △74,388

純資産額 （千円） 894,277 719,256 844,322

総資産額 （千円） 3,321,535 2,927,710 3,041,286

１株当たり中間（当期）純損失

（△）
（円） △11.71 △70.21 △54.67

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 26.9 24.6 27.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △3,032 △318,661 △452,002

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △12,021 △1,892 △6,101

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △51,786 △15,025 △60,351

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 1,212,277 425,082 760,662

 

（注）１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移は記載しておりませ

ん。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、１株当たり中間（当期）純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

 当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社２社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

　当社グループは、第71期（2019年２月期）以降から継続して、営業損失を計上しております。当中間連結会計期間

においても営業損失が続く中、取引金融機関へ借入金元本の返済スケジュールに関して継続して交渉を行っておりま

す。

　これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の対応策を継続して実行に移しております。

①卸売・小売事業については、

・製品の品質は維持向上を図りながら、パターン・縫製仕様の合理化を進め、よりお買い求めやすい販売価格で、売

れ筋のトレンドを押さえた新作デザインを展開し、幅広いお客様層へ訴求できる魅力ある新商品の提供に努めていき

ます。

・百貨店、直営店売場など店頭ＶＰ（ビジュアルプレゼンテーション）は、顧客向けだけでなく、ラピーヌ商品の未

購買消費者に向けてのアピールを強化し、新顧客の獲得、増大を図っております。

・製造、仕入額のコントロールとジャストインタイムの納期コントロールによる在庫リスクの低減に努めておりま

す。

・製造原価の低減による適正粗利確保の取り組みを推し進めるとともに、引き続き固定経費の徹底的削減を継続し

て、売上高の維持拡大と安定的な営業利益を確保できる体制を整えてまいります。

②ラピーヌ夢ファーム株式会社の福祉事業については、

葉もの野菜の水耕栽培、土耕栽培野菜の選定と生産性向上を進めるとともに、施設利用者の作業効率アップに資する

教育訓練に努め、営業利益の創出を実現できる体制を整えてまいります。

③資金の確保については、

製造原価の低減、販売費及び一般管理費削減の継続的取り組み、取引金融機関へ借入金元本の返済スケジュールに関

して継続して交渉を行っております。また政府による緊急経済対策に基づく各種税金及び社会保険料の納付猶予制度

などの利用により、当中間連結会計期間末における現金及び預金は４億25百万円と、当面の事業継続に必要な資金を

確保しております。今後も同様の取り組みを継続するとともに、取引金融機関との良好な関係を維持しつつ、継続的

に支援いただくための協議を行ってまいります。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、賃上げを背景とした雇用・所得環境の改善傾向の中、景気は緩やかな

回復基調を維持しております。

　一方、ウクライナや中東情勢など地政学的リスクは依然として残り、米国の通商政策などの国際情勢の不安定要素

や資源・エネルギー価格の高騰から経済環境に不透明な状況が続いております。

　当アパレル業界では、一部のインバウンド需要はあるものの、長期化する物価高騰から消費者の節約志向が根強

く、ミセス層を中心とした消費者の慎重な消費マインドから、先行きの需要環境は厳しい状況下にあります。

　このような状況のもと当社グループは、継続して、当社製品のターゲット層の購買に対する価値観の多様化に対応

し、ニーズに則したお買い求めやすい価格帯の商材供給に取り組み、店頭販売数量増加を図るとともに、適正利益の

確保に努め、厳しい消費環境に対処してまいりました。また、専門店卸販路の回復にも注力するとともに、製造固定

費や変動費の低減、合理化策を継続して取り組んでまいりました。

　この結果、当中間連結会計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

ａ．財政状態

　当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて１億13百万円減少し、29億27百万円となり

ました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて２億１百万円減少し、11億24百万円となりました。これは主に、現金及び

預金の減少３億35百万円などがあったことによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて87百万円増加し、18億３百万円となりました。これは主に、投資有価証券

の増加84百万円などがあったことによります。

　当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて11百万円増加し、22億８百万円となりまし

た。
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　流動負債は、前連結会計年度末に比べて９百万円減少し、12億67百万円となりました。これは主に、未払金の減少

24百万円などがあったことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて21百万円増加し、９億40百万円となりました。これは主に、長期借入金の

増加13百万円などがあったことによります。

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて１億25百万円減少し、７億19百万円とな

りました。これは主に、利益剰余金の減少１億65百万円などがあったことによります。

 

ｂ．経営成績

　当中間連結会計期間の売上高は９億18百万円（前年同期比8.0％減）となりました。損益面におきましては、販売

費及び一般管理費の抑制に努めましたものの、営業損益は１億72百万円の損失（前年同期は２億34百万円の損失）と

なり、経常損益は１億61百万円の損失（前年同期は23百万円の損失）となりました。また、親会社株主に帰属する中

間純損益は１億65百万円の損失（前年同期は27百万円の損失）となりました。

 

　セグメント別の経営成績の概要は次のとおりであります。

＜卸売事業＞

　百貨店販売事業においては、衣料消費の多様化が進む中、若年層の消費者離れや既存顧客層の高齢化進行により、

衣料品需要の低下傾向が進む中、市場環境に対応して、消費者がお買い求めやすい商品価格で提供することにより、

若い世代の客層の集客アップに努め、新規お客様の獲得を積極的に実行して、売上回復と粗利益の確保に取り組んで

まいりました。不採算売場の閉鎖により売上高は減少していますが、製品評価損計上前の粗利益率は改善しており、

均衡策は順調に進んでおります。

　また、当社の商品企画や発注時期を実需期に引き付けるよう改善するとともに、自社の企画力や技術力およびマー

ケティング力を向上させるための社員教育を積極的に継続しております。

　専門店販売事業においては、取引条件や不採算取引の改善に継続して取り組み、受注から実需までのリードタイム

を短縮することにより店頭消化の精度向上を図り、収益面の改善に努めるとともに、アパレル卸として新規取引・新

販路開拓に取り組んでまいりました。

　その結果、当事業の当中間連結会計期間の売上高は３億64百万円（前年同期比15.6％減）となり、営業損益は１億

25百万円の損失（前年同期は１億85百万円の損失）となりました。

＜小売事業＞

　卸売事業と同様に、店頭の売上が厳しい中、立地別、既存店舗別の効率改善に取り組んでおります。お客様視点の

魅力ある品ぞろえの強化、効果的な販売促進策を講じて店頭活性化を図り、新規お客様の獲得に努め、損益改善に努

めてまいりました。また、本部による経費の効率的運用を継続して行っております。

　その結果、当事業の当中間連結会計期間の売上高は５億49百万円（前年同期比2.0％減）となり、営業損益は29百

万円の損失（前年同期は31百万円の損失）となりました。

　直営店数につきましては、当中間連結会計期間中に新規出店、退店はなく、同期間末の運営店舗数は当社グループ

合計で32店となりました。

＜福祉事業＞

　当社グループの社会福祉への取組みとして、障害者総合支援法に基づく「障害者福祉サービス事業」と農地法に基

づく農業委員会の認可を受けた「野菜の生産及び販売事業」を両立させる事業を行う会社として2012年にラピーヌ夢

ファーム株式会社を設立し事業を行っております。事業規模としては、連結売上高に占める割合は小さいものの、水

耕栽培に加えて土耕栽培にも注力し、引き続き採算性改善に努めております。

　当事業の当中間連結会計期間の業績は、売上高５百万円（前年同期比14.2％減）となり、営業損益は17百万円の損

失（前年同期は17百万円の損失）となりました。

　なお、福祉事業に関しましては、就労支援事業運営費収入11百万円を営業外収益に計上するなどにより、当中間連

結会計期間の中間純損失は５百万円となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純損失が１億61百万円とな

り、棚卸資産の増加１億46百万円、退職給付に係る資産の増加38百万円などにより、３億18百万円の支出（前年同期

は３百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、資産除去債務の履行１百万円などがあり、１

百万円の支出（前年同期は12百万円の支出）となりました。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済14百万円などにより、15百万円

の支出（前年同期は51百万円の支出）となりました。

　この結果、現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べて３億35百万円減少し

て、４億25百万円となりました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因

 当社グループは、消費動向の変化、気象状況や自然災害、感染症の拡大等のリスク項目をはじめとする、様々なリ

スクが当社グループの経営成績に重要な影響を与える可能性があると認識しております。当社グループでは、消費動

向に留意しつつ、魅力的な製品の提供に努め、外部や事業環境の変化にすばやく対応するための情報収集、人材育成

や組織体制の整備、内部統制強化等により、経営成績に影響を与える可能性のあるリスクの回避及び発生を抑え、適

切な対応に努めてまいります。

 

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

 当社グループの事業活動における必要資金は、当社グループ製品の製造に係る原材料費等の費用や販売費及び一般

管理費等の運転資金、直営店舗及び百貨店売場等の開設及びリニューアルに係る投資資金が主なものであります。

 運転資金及び投資資金の調達につきましては、短期運転資金は自己資金及び金融機関からの短期借入を基本として

おり、設備投資や長期運転資金の調達につきましては、金融機関からの長期借入を基本としております。これらによ

り、資金の流動性は十分に確保されているものと判断しております。

 また、当中間連結会計期間末における有利子負債の残高は15億60百万円となっております。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,980,000

計 7,980,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2025年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2025年10月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,567,064 2,567,064
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数

100株

計 2,567,064 2,567,064 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2025年３月１日～

2025年８月31日
－ 2,567 － 30,000 － 25,000

 

（５）【大株主の状況】

  2025年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

フリージア・マクロス株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 836 35.36

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 100 4.23

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番21号 71 3.02

技研ホールディングス株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 52 2.22

野津　好正 島根県松江市 49 2.11

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 47 2.02

吉江　克己 神奈川県横浜市西区 45 1.90

三菱ＵＦＪｅスマート証券株式会社 東京都千代田区霞が関３丁目２番５号 38 1.64

モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券

株式会社
東京都千代田区大手前１丁目９番７号 30 1.28

NOMURA INTERNATIONAL PLC A/C

JAPAN FLOW

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB, UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋１丁目13番１号）

27 1.16

計 － 1,299 54.98
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 203,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,347,400 23,474 －

単元未満株式 普通株式 16,464 － －

発行済株式総数  2,567,064 － －

総株主の議決権  － 23,474 －

　（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式82株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ラピーヌ

東京都千代田区神田東

松下町17番地
203,200 － 203,200 7.92

計 － 203,200 － 203,200 7.92

 

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年３月１日から2025年８月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、清流監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(2025年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 760,662 425,082

受取手形、売掛金及び契約資産 216,941 214,380

商品及び製品 307,441 428,451

仕掛品 3,771 29,845

原材料及び貯蔵品 1,920 1,755

その他 36,119 26,150

貸倒引当金 △1,020 △1,008

流動資産合計 1,325,836 1,124,656

固定資産   

有形固定資産   

土地 941,058 941,058

有形固定資産合計 941,058 941,058

投資その他の資産   

投資有価証券 517,418 601,601

差入保証金 168,422 168,422

退職給付に係る資産 84,283 87,927

その他 10,263 10,038

貸倒引当金 △5,995 △5,995

投資その他の資産合計 774,392 861,995

固定資産合計 1,715,450 1,803,053

資産合計 3,041,286 2,927,710
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(2025年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 111,111 151,046

電子記録債務 4,685 4,161

短期借入金 ※ 845,087 ※ 837,143

１年内返済予定の長期借入金 49,658 29,224

未払金 191,801 167,715

未払費用 46,291 46,665

未払法人税等 8,114 4,533

契約負債 6,914 6,094

資産除去債務 1,860 -

その他 11,693 21,083

流動負債合計 1,277,218 1,267,667

固定負債   

長期借入金 680,342 693,871

繰延税金負債 72,287 80,279

資産除去債務 157,445 157,465

長期預り保証金 3,708 3,208

その他 5,962 5,961

固定負債合計 919,745 940,785

負債合計 2,196,964 2,208,453

純資産の部   

株主資本   

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 849,263 849,263

利益剰余金 △134,474 △300,457

自己株式 △246,201 △246,280

株主資本合計 498,587 332,525

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 293,445 357,634

退職給付に係る調整累計額 52,289 29,096

その他の包括利益累計額合計 345,735 386,731

純資産合計 844,322 719,256

負債純資産合計 3,041,286 2,927,710
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

売上高 998,257 918,766

売上原価 382,123 342,063

売上総利益 616,133 576,703

販売費及び一般管理費 ※ 851,027 ※ 749,296

営業損失（△） △234,894 △172,593

営業外収益   

受取利息 17 122

受取配当金 6,193 9,026

助成金収入 216,564 12,527

その他 2,275 2,433

営業外収益合計 225,051 24,110

営業外費用   

支払利息 13,369 12,990

その他 469 310

営業外費用合計 13,839 13,301

経常損失（△） △23,682 △161,783

税金等調整前中間純損失（△） △23,682 △161,783

法人税、住民税及び事業税 4,020 4,203

法人税等合計 4,020 4,203

中間純損失（△） △27,703 △165,987

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △27,703 △165,987
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年３月１日
 至　2024年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
 至　2025年８月31日)

中間純損失（△） △27,703 △165,987

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 10,242 64,188

退職給付に係る調整額 △6,977 △23,192

その他の包括利益合計 3,265 40,995

中間包括利益 △24,438 △124,991

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △24,438 △124,991

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純損失（△） △23,682 △161,783

減価償却費 725 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 △12

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △16,024 △38,562

受取利息及び受取配当金 △6,211 △9,149

支払利息 13,369 12,990

助成金収入 △216,564 △12,527

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 28,064 2,561

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,158 △146,919

仕入債務の増減額（△は減少） △51 39,410

契約負債の増減額（△は減少） △92 △819

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,480 1,896

その他 22,819 △6,906

小計 △200,981 △319,822

利息及び配当金の受取額 6,211 9,149

利息の支払額 △16,041 △12,731

助成金の受取額 216,564 12,527

法人税等の支払額 △8,785 △7,785

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,032 △318,661

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △11,100 -

資産除去債務の履行による支出 - △1,860

投資有価証券の取得による支出 △297 △278

差入保証金の増減額（△は増加） 78 -

その他 △701 245

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,021 △1,892

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △51,130 △7,944

長期借入金の返済による支出 - △6,905

自己株式の取得による支出 △40 △78

その他 △616 △98

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,786 △15,025

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △66,840 △335,580

現金及び現金同等物の期首残高 1,279,117 760,662

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,212,277 ※ 425,082
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当社グループは、第71期（2019年２月期）以降から継続して、営業損失を計上しております。当中間連結会計期

間においても営業損失が続く中、取引金融機関へ借入金元本の返済スケジュールに関して継続して交渉を行ってお

ります。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりま

す。

当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の対応策を継続して実行に移しております。

①卸売・小売事業については、

・製品の品質は維持向上を図りながら、パターン・縫製仕様の合理化を進め、よりお買い求めやすい販売価格

で、売れ筋のトレンドを押さえた新作デザインを展開し、幅広いお客様層へ訴求できる魅力ある新商品の提供に

努めていきます。

・百貨店、直営店売場など店頭ＶＰ（ビジュアルプレゼンテーション）は、顧客向けだけでなく、ラピーヌ商品

の未購買消費者に向けてのアピールを強化し、新顧客の獲得、増大を図っております。

・製造、仕入額のコントロールとジャストインタイムの納期コントロールによる在庫リスクの低減に努めており

ます。

・製造原価の低減による適正粗利確保の取り組みを推し進めるとともに、引き続き固定経費の徹底的削減を継続

して、売上高の維持拡大と安定的な営業利益を確保できる体制を整えてまいります。

②ラピーヌ夢ファーム株式会社の福祉事業については、

葉もの野菜の水耕栽培、土耕栽培野菜の選定と生産性向上を進めるとともに、施設利用者の作業効率アップに資

する教育訓練に努め、営業利益の創出を実現できる体制を整えてまいります。

③資金の確保については、

製造原価の低減、販売費及び一般管理費削減の継続的取り組み、取引金融機関へ借入金元本の返済スケジュール

に関して継続して交渉を行っております。また政府による緊急経済対策に基づく各種税金及び社会保険料の納付

猶予制度などの利用により、当中間連結会計期間末における現金及び預金は４億25百万円と、当面の事業継続に

必要な資金を確保しております。今後も同様の取り組みを継続するとともに、取引金融機関との良好な関係を維

持しつつ、継続的に支援いただくための協議を行ってまいります。

以上の対応策の実施により、事業面及び財務面での安定化を図り、当該状況の解消、改善に努めてまいります。

しかしながら、これらの対策は実施途上であり、今後の営業損益及び財務面に及ぼす影響の程度や期間について

不確実性があることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、当中間連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を、中間連結財務諸表に反映しておりません。
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（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

 

 

（中間連結貸借対照表関係）

※当座貸越契約

当社グループは、資金需要に対する機動性と安全性の確保及び資金効率向上を図ることを目的に、取引銀行と

当座貸越契約を締結しております。

 
前連結会計年度
(2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(2025年８月31日)

当座貸越極度額 300,000千円 300,000千円

借入実行残高 300,000 300,000

差引額 - -

 

 

（中間連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年３月１日
　　至 2024年８月31日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年３月１日
　　至 2025年８月31日）

給料手当 449,948千円 379,547千円

退職給付費用 △5,490 △26,299

地代家賃 171,019 164,527
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 

前中間連結会計期間

（自　2024年３月１日

至　2024年８月31日）

当中間連結会計期間

（自　2025年３月１日

至　2025年８月31日）

現金及び預金勘定 1,212,277千円 425,082千円

現金及び現金同等物 1,212,277 425,082

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年３月１日　至　2024年８月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年３月１日　至　2025年８月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年３月１日　至　2024年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

中間連結
損益計算書
計上額
(注) 卸売事業 小売事業 福祉事業 計

売上高       

顧客との契約から

生じる収益
431,477 560,401 6,378 998,257 － 998,257

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 431,477 560,401 6,378 998,257 － 998,257

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 431,477 560,401 6,378 998,257 － 998,257

セグメント損失（△） △185,239 △31,669 △17,984 △234,894 － △234,894

（注）　セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年３月１日　至　2025年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

中間連結
損益計算書
計上額
(注) 卸売事業 小売事業 福祉事業 計

売上高       

顧客との契約から

生じる収益
364,020 549,274 5,472 918,766 － 918,766

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 364,020 549,274 5,472 918,766 － 918,766

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 364,020 549,274 5,472 918,766 － 918,766

セグメント損失（△） △125,706 △29,847 △17,038 △172,593 － △172,593

（注）　セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年３月１日
至　2024年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　2025年３月１日
至　2025年８月31日）

（1）１株当たり中間純損失（△） △11円71銭 △70円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純損失（△）（千

円）
△27,703 △165,987

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純

損失（△）（千円）
△27,703 △165,987

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,364 2,363

（2）潜在株式調整後１株当たり中間純利益 － －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

 2025年10月14日
 

株式会社ラピーヌ
 

 取締役会　御中

 

 清流監査法人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都港区

 業務執行社員  公認会計士 吉田　徹

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 加悦　正史

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ラピー

ヌの2025年３月１日から2026年２月28日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年３月１日から2025年８月31日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社ラピーヌ及び連結子会社の2025年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

継続企業の前提に関する重要な不確実性

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は継続して営業損失を計上している。また、取引金融機関

へ借入金元本の返済スケジュールに関して継続して交渉を行っている状況にあることから、継続企業の前提に重要な疑義

を生じさせるような事象又は状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。な

お、当該事象又は状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。中間

連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は中間連結財務諸表に反映され

ていない。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
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中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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